
水産総合研究センターさけますセンター千歳事業所

○表層水温は 6.1 ℃ ○プランクトン湿重量は 333 mg

　　・前年に比べ 低い 　　※プランクトン以外の浮遊物が相当量混入。
　　・過去10カ年平均に比べ 高い 　　過去データとの比較は不能。

○サケ稚魚採捕は実施しなかった。

今期の特徴

2009年春　石狩市厚田沿岸におけるサケ幼稚魚生息環境速報（第2報）

2009年4月10日の調査結果

2009年4月10日、北海道石狩市厚田沿岸において、水温、プランクトン湿重量を調査しましたので概要をお知らせします。

・ニシンの来遊が近年最多記録を更新。産卵行動のため
海面が白く濁る「群来（くき）」が観察された（漁業者談）。

・今回の調査は環境測定のみ実施。
・プランクトン採集時に、プランクトン以外の浮遊物が約
40％程度混入した。今回の湿重量にはそれらの重量も含
まれている。
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観測場所：石狩市厚田地先

緯度：43°22’N

経度：141°24’E

水深：20m
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